
令和８年度デジタルものづくり講演会

現場の課題を製品へ
3Dプリンタで広がる
ものづくりの可能性

埼玉県デジタルものづくり研究会

日時：令和8年12月2日(水 )14:00～17:00
場所：埼玉県産業技術総合センター ４階 4ABC会議室
          　埼玉県川口市上青木3-12-18
参加費：無料　　　　
定員：30名（先着順）
対象者：埼玉県デジタルものづくり研究会会員企業に所属する方
非会員企業の方も、本講演会参加と同時に研究会へ入会いただけます
（入会無料）

13:30 受付開始

14:00 開会

14:05 ～ 15:05 樹脂 PBFの最新動向と製品事例
 株式会社アスペクト　取締役　須甲信一　氏
高性能な粉末樹脂材料を用いた樹脂PBF方式３Ｄプリンタの最新
技術と応用事例をご紹介します。
用途や機能に応じた様々な材料が装置1台で使用可能で、材料の
リサイクル性も高く、低コストで少量多品種に対応可能です。

15:15 ～ 16:15 現場・鋳物メーカー・AM企業を結んだ共創の力
 株式会社福原鋳物製作所
 代表取締役　福原 一誠 氏
 経営企画担当　松井 紀親 氏
創業89年の鋳物メーカーが、消防現場の転落事故防止という課
題に挑みました。横浜市消防局とAM技術企業との共創により、
樹脂3Dプリントと金属補強を融合したマルチセーフティボード
を実用化。伝統技術を基盤に、素材の枠を越えて社会課題を解決
する経営革新の歩みを紹介します。

16:20 ～ 16:55 造形物見学・フリーディスカッション

17:00 閉会

お申込み

埼玉県産業技術総合センター 生産技術・事業化支援室　南部、福島、都知木
（埼玉県デジタルものづくり研究会 事務局）
TEL：048-265-1376　E-mail：h6513114@pref.saitama.lg.jp

お問合せ

AM-E3_300HT


